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自自自自自自自自自以下、原則自して「自自自自」自す自自自自自自自違反行為自自自自自ついては、最決昭和
六一年二月一四日自
刑集四〇巻一号四八頁・以下、 「昭和六一年決定」
自
す
自自自自自、そ
自
合憲性・適
自
性
自
決
自動速度取締装置（オービスⅢ）による
 
交通取締りの法的意義と機能
一六〇
着が図られて以降、そ自自自自自や許容要件等自関し、学説も含めて大きな展開をみせ自こ自なく現在自至ってい自自いえ自う。　
しかしながら、写真撮影自自自自自違反自自自自を自自まく状況自ついては、重要な変化がみられ自。そ自第一
が、捜査 おけ自写真撮影自自デ自撮影 自自関して、最決平成二〇年四月一五日自刑集六二巻五号一三九八頁・以下、 「平成二〇年決定」
自
す
自自自自自、 「新たな」
自
も評しう
自
判断が最高裁
自
して示されたこ
自
であ
自。
これ自自自 昭和六一年決定や、それが依拠した最大判昭和四四年一二月二四日自刑集二三巻一二号一 五頁・以下、 「昭和四四年判決」
自
す
自自自
位
自
づけ
自
ついても、再検討
自
余地が生じてい
自。したがって、
自自自自自
自自撮影自関して、撮影自 設 根拠や撮影映像 管理利用根拠 つい 改めて考察す こ自自も、 定自自自があ 思われ自。　
第二は、平成一二年
自
危険運転致死傷罪
自
制定自
刑
自
旧二〇八条
自
二
自、お
自
び平成二五年
自
いわゆ
自
自
自
車運
転死傷行為等処罰自自制定であ 。悪質自自運転自代表自され自①酒酔い運転、②無免許運転、③自自超過 いわゆ自「自自三悪」 関連では、①酩酊運転致死傷罪、②技 未熟運転罪、③制御困難高自運転致死傷罪が制定され、また、 車運転死傷行為等処罰 では ① 関して「準危険運転致死傷罪」自規定、② 関して無免許運転自自自刑自加重規定が自かれ などしてい 。自自超過運転を含めた悪質自 運転自対す自自自評価が厳格化す自つれ、こういった態様自 自車運転 自を 事故防止 観点も含めて、 実質化す 必要が生じてい自。　
そして第三自、右自点自関連す自が、自自規制自そ自自自自自関して、再検討を要す自状況が生じてい自。まず、
⑴警察庁は、平成二一年
自
最高
自自
規制
自
かか
自自自
規制基準
自
見直しを行った。そして、いわゆ
自「生活道路」
自
ついて、 「歩行者
自
安全確保や地域住民
自
安全
自
安心が優先され
自
道路であ
自
こ
自
から、急な飛び出し等
自
対応
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し、重大事故自発生を回避でき自自自」自いう観点から、自自規制を実施す自場合は、制限自自を原則自して時自三〇㎞自す自方針を決定した。そ自際 は、区域規制自いわゆ 「ゾ自ン三〇」
自自実施や、ハンプやクランク等、
車両自自抑制自ため自物理自デバイ自 設 自 自自規制も視野 入れられてい自が
自（
自
、それ自加えて、近時「移
自式自自 」 試行運用もなされてい 。他方、⑵本稿執筆時点自平成二七年九月自で、警察庁自おいて高自道路自許容最高 を引き上げ 可自性自関し検討がなされて 。仮自それが実現さ 自 な 自、従来自追尾式等自自 自違反 自 は 自大き 危険が伴うこ な 、 自 自 自 関して、新たなあ 方を検討す 必要が生ず う 思われ 。　
本稿では、以上自問題自識自基づいて、自自自自自自自写真撮影自自自自自違反自自自自自関して、そ自自自自
自自自自自つき若干 検討を加え こ したい。一
　
オービスによる撮影の法的性質と許容性判断
　　　
１
　
わが国における判例の展開
　
自自自自
を用いた写真撮影
自
関しては、前述した
自
う
自、昭和六一年決定が、 「
自自
違反車両
自
自
自
撮影を行う
本件自
自自自
監視
自自自自自
運転者
自
容ぼう
自
写真撮影は、現
自
犯罪が行われてい
自
場合
自
なされ、犯罪
自
性質、
態様からいって緊急自証拠保全をす 必要性があ自、そ自方自も一般自自許容され自限自を超えない相当なも自であ
自
から、憲
自
一三条
自
違反」せず、また、 「右写真撮影
自
際、運転者
自
近く
自
い
自
ため除外できない状況
自
あ
自
一六二
同乗者自容ぼうを撮影す自こ自自なっても、憲自一三条、二一条自違反しない」自して、そ自合憲性・適自性を認めてい自。　
昭和六一年決定自こ自判断は、昭和四四年判決自依拠したも自であ自。そ自昭和四四年判決は、被撮影者自承諾
自
ない撮影
自
ついて、 「制限
自
撮影許容原則」
自
称しう
自
見解を示していた。まず、被撮影者
自
プライバシ
自自
関
して、 「個人
自
私生活上
自
自由
自
一つ
自
して、何人も、そ
自
承諾なし
自、みだ
自自
そ
自
容ぼう〔等〕を撮影されな
い自由を有す
自
」
自
す
自。そして、 「これを肖像権
自
称す
自
かどうかは別
自
して、少なく
自
も、警察官が、正当な
理由もない
自自、個人
自
容ぼう等を撮影す
自
こ
自
は、憲
自
一三条
自
趣旨
自
反し、許されない」が、 「個人
自
有す
自
右自由も、国家権力自行使から無制限 保護され自わけでなく、公共自福祉自ため必要自あ自場合自は相当自制限を受け
自
こ
自
は同条
自
規定
自
照らして明らかであ
自
」
自
した。そして、 「犯罪を捜査す
自
こ
自
は、公共
自
福祉
自
た
め警察自与えられた 作用 一つであ自、警察自はこ を遂行すべき責務があ自自であ自から……、警察官が犯罪捜査自必要上写真を撮影す自際、そ自対象 中自犯人自みならず第三者であ自個人 容ぼう等が含まれても、これが許容され
自
場合があ
自
う
自
」
自自
一般論を示す。そして、具体
自
な撮影許容要件
自
して、 「現
自
犯罪が行なわ
れもしくは行なわれた自ち間がない自認められ 場合であって、しかも証拠保全自必要性お び緊急性があ自、かつそ自撮影 一般自 許容され自限自をこえない相当な方 をもって行なわれ自自き」自す 三要件を示した自であ自。
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撮影の法的根拠とその許容性判断
　　
⑴
　
制限自撮影許容原則
　
昭和四四年判決自いう「そ自承諾なし自、みだ自自そ自容ぼう等を撮影されない自由」は、憲自一三条を根拠自
導かれ自個人自プライバシ自権自一内容を構成す自も自自理解でき自。もちろん、プライバシ自概念自は、個人自人格自利益 保護 不可分自結びついた包括性があ自、それを反映して、プライバシ自概念をめぐ 議論は錯綜した状況自あ自。それ自伴い、無制限 保障を受け自わけではないプライバシ 自利益自制約原理自ついても、そ自内実自ついて 統一 理解が確立してい わけでは必ずしもない。　
もっ自も、人自容ぼう等自撮影自許容限界自いう文脈自おけ 制約原理 位 づけられ自制限自撮影許容原則自
則してみ自ならば、①撮影自撮影デ タ自自得自 許容性自いう観点 得中心基準自自 ②適自 自得された撮影デ自タ自管理・利用自許容性 いう観点自管理・利用中心基準自 両面から、プライバシ 対す 制約 適自性・許容限界を考え自こ自ができ こ は、それぞれ、①消極自 由権自側面を った、伝統 な「ひ で放っておいてもらう権利」 、ないしはそ
自
バリエ
自
ション
自
して
自「公共空間
自
おけ
自
匿名性
自
利益」
自
いうプライ
バシ自概念、お自び② 己情報コントロ ル権自基づく請求権 側面をもった「現代型プライバシ自権」 ほぼ対応す自も自自な自
自（
自
。
　　
⑵
　
撮影自許容性判断自枠組み
　
そして、制限自撮影許容原則は、基本自自撮影自許容性自関して、比例原則自自自判断を要求す自も自自解され
一六四
自。すなわち、昭和四四年判決もいう
自
う
自、 「そ
自
承諾なし
自、みだ
自自
そ
自
容ぼう等を撮影されない自由」も
無制限自保護を受け自わけではなく、公共自福祉自ため必要自あ自場合自は相当自制限を受け自。そ自反面、犯罪捜査自必要上、捜査自関が撮影をす自場合自も、それが無制限自認められ自わけではない。そ自許容限界は、⑴広い自味自撮影 必要性自、⑵それ自自自影響を受け 自益侵害自性質・程 自を比較衡量し、⑶両者自合理自な権衡が保たれてい自か否か、 いう比例原則 基づいた判断 自 こ 自な 。そして、先自述べた①自得中心基準、②管理・利用中心基準 それぞれ ついて、こ 比例原則自基づいた判断が され こ な 自解され 。　
そ自自う自考え自自、昭和四四年判決自示した写真撮影自許容性判断自関す自三要件は、写真撮影一般自妥当す
自も自ではないこ自が明らか な 。すで 多く自論者が指摘してい う 、捜査 おいて撮影 必要性が生ず自
場面は様
々
であって、そ
自
必要性
自
程
自
も、捜査対象犯罪
自
重大性
自
いかん、嫌疑
自
程
自、証拠
自
して
自
必要
性・重要性等
自自自
異な
自
う
自。それ
自
比較衡量され
自
被撮影者
自「みだ
自自
そ
自
容ぼう等を撮影されない自由」
自保護自程自も、状況自自自様々 異な 。そ自自味 撮影 許容性 関す 「一般 な要件」を提示す こ自は、性質上困難だ いわざ をえな
自（
自
い。前述自平成二〇年決定が、昭和四四年判決お自び昭和六一年決定自ついて、
「警察官
自自自
人
自
容ぼう等
自
撮影が、現
自
犯罪が行われ又は行われた後間がない
自
認められ
自
場合
自
ほかは許さ
れない自いう趣旨まで判示したも自ではない」自し、昭和四四年判決自示した「許容要件」は事案自即して示されたも
自自
すぎない
自
した
自
は妥当な判断であ
自。そして、平成二〇年決定は、制限
自
撮影許容原則
自
内実
自
して、
比例原則自基づく許容 判断を要す 旨 判示 したも 自位自づけられ自自であ自。
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オービスによる撮影の許容性判断の基本的枠組み
　
そうだ自す自自、昭和四四年判決はも自自自、昭和六一年決定が示した「現自犯罪が行われてい自場合自なされ、
犯罪自性質、態様からいって緊急自証拠保全をす自必要性があ自、そ自方自も一般自自許容され自限自を超えない相当なも 」自す自判示も、写真撮影 許容性自関 前記比例原則自枠内で示されたも 自解す自べきこ自自な自
自（
自
。そこで、そ自自うな観点から、改めてそ自許容性 ついて検討す自こ自自した
自（
自
い。
　　
⑴
　
自得中心基準自自自許容性判断
　
まず自得中心基準自観点から、自 自 設自お自び撮影自許容性を検討し自う。比較衡量自一方自軸であ自⑴
必要性自観点自ついて、自自違反行為はいわゆ自「自自三悪」自一つであ自、自自違反自 事故自死亡率自高
自（
自
さ
等も考えれば、自 わけ自自違反自程自が高 ほど、そ 検挙自必要性は高くな 。そして、証拠保全 必要性からすれば、自自違反走行時点で 証拠確保 必要があ自こ自は論を俟たない。たしか 、警察官 現認 いう方
自
もあ
自
う
自
が、そうであ
自
から
自
いって、撮影
自
いう手
自自自自
証拠保全
自
必要性がなくな
自
わけではない。
「緊急性」も含め、撮影
自自自
証拠保全
自
必要性は認められ
自自
であ
自。昭和六一年決定
自
いう、
自自自自自自自
撮影が「現
自
犯罪が行われてい
自
場合
自
なされ、犯罪
自
性質、態様からいって緊急
自
証拠保全をす
自
必要性があ」
自自す自判示も、結局は、以上 うな趣旨自も 理解でき自。　
そして、こ自必要性自比較衡量され自⑵撮影自自自影響を受け自自益侵害自性質・程 自ついても、結論から述
べれば、任 捜査自して許容さ 自範囲 どま も 考えられ自。すで自多く 論者が認め自 う自、捜査自
一六六
おけ
自
写真撮影は、撮影
自
対象や撮影状況
自自自
そ
自自自
性質が異な
自
こ
自自
な
自。た
自
えば、①住居
自
中など、
自常は外から観察されない場所自い自人は、自ら自行自を他人自見られない自いうプライバシ自自正当な利益を有す自。それゆえ、そ自自う 場所自い自人自容ぼう等 撮影は強制処分自あた自、原則自して検証許可状を要す
自（
自
自。
これ自対し、②公道上では、自分自行 を ら他人自目自さらしてい自面があ自、そこで自撮影自対して、①自同程自自プライバシ自自期待を主張でき 自は えない。それゆえ、そ自分だけ、被撮影者 撮影 「強制自な捜査目自自実現」 いう要素は弱ま
自（
自
自。そ自自う自考え自自、たしか自、自自車自場合自は、公共空間自滞在中であっ
ても、外界から一定程 隔絶・密閉された空間であ う要素はあ 。しかしながら いわゆ 「自 車内部自捜索」自は異な 、少なく も外部 容易 観察され 部分 撮影 関しては、歩行者 場合 同等 考え こ自ができ自
自（
自
う。
　
もっ自も、以上自比較衡量自際しては、特自自自自自で自撮影自固有自問題も存す自。撮影自必要性自関しては、
そ自判断 一要素 して 「犯罪自重大性」 問題自関連す 事項 して、警告板 自 自自自そ自要否 些少自自自問題、さら自は他 自 方 相関自おけ 相当性自いう問題を論ず自必 が生ず であ 。これら自ついては、管理・利用中心基準 関す 検討をした後 、節を改めて検討す こ自 す自　　
⑵
　
管理・利用中心基準自自自許容性判断
　
昭和六一年決定自事案自おいて、弁護人は、自自自自で撮影された写真が犯罪捜査以外自利用され自可自性があ
自、本人へ不利益をもたらすおそれがあ自旨 主張もした。もちろん、自自自 自設自目自は制限 違反自検挙自
あ
自
から、撮影映像も、当該
自自
違反行為
自
立証
自
ため
自
用い
自
こ
自
が予定されてい
自
も
自
であ
自。それゆえ、
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「当該捜査以外で自利用」は、 「管理・利用中心基準」自基づく許容されない撮影デ自タ自利用で原則自して違自自な自自は当然であ自。ただし、こ自自うな「目自外利用自危険性」は、捜査活自で得られた情報一般自もかかわ自問題であって、自自たてて自自自自自 写真撮影 許容性 みを、別個自基準自 自判断すべきであ自旨を自味す自も自 はない
自（1
自
。
　
もっ自も、余罪捜査自おけ自撮影デ自タ自利用自可否自は、なお検討自余地もあ自う自。た自えば、自自自自で
撮影された際自無免許であった場合、当該無免許運転 立証自用い自こ自は許され自
自（（
自
。また、死体遺棄事件自おい
て、死体を自自車で運搬中 、たまたま 自違反 自自 自 で撮影された いう場合、当該被告人が「そ
自
時点でそ
自
場所を自
自
車を運転し走行していた」
自
いう間接事実を立証す
自
ため
自、当該
自自
違反
自自自
検
挙自いう事実自 援用す こ自が一切許されないわけではなかろう。そ 検挙 かか 事実自立証が、た えば追尾式測
自（1
自
定自おいて違反を現認した警察官自証言自基づく自であれば可自であ自が、自自自自自自自撮影された写
真自自自立証す自こ自は絶対 不可 であ自自す自こ 自 必ずしも合理自根拠はない自う自思われ自からであ自。こういった例外 場合自は、⑵自 撮影されたこ自自伴うプライバシ自へ自影響 優越す ⑴具体 な捜査自
おけ
必要性が十分
自
認められ、⑶こ
自
両者
自
比較衡量や使用方
自
をも勘案す
自自、いわゆ
自
余罪
自
調べ自
立
証自 許容性自いう観点 おい 相当性が認められ 解され も考えられ自 であ
自（1
自
。
　　
⑶
　
警告板自自自自自自自自
　
自自自自が設自されてい自場合、そ自一定程自前方自「自自自自監視自自設自自路線」自いった表示内容自自自
警告板が設自され自 が自例であ 。
一六八
　
自自自自自合憲性、適自性自関す自初自下級審判例で、同一裁判官自自自同日自下された二件自東京簡判昭和五
五年一月一四日自
判時九五五号二三頁お
自
び同三〇頁。以下、両者をあわせて「東京簡裁昭和五五年判決」
自
す
自自は、警告板は、政令自基づき都道府県公安委員会自設自す自道路標識等自は異な自、運転者自対す自捜査自関自
警告
自自
どま
自
も
自
であ
自
から、必要不可欠なも
自
ではない
自
しつつも、 「
自自自自自自自自自自
違反
自自自
が
主自して 車運転者自自自違反 抑止効果を最大自目自自す も であ自自せられてい自以上 弁護人ら主張いわゆ 囮捜査類似自も自であ 自非難を回避す自ため自も、走行中 運転者から一目瞭然た自も自自す自こ自が捜査自関 果せられた責務であ 」 した。　
これを受け、警告板
自
設
自
を、
自自自自自自自
写真撮影
自
相当性
自
要件
自
す
自
学説もあ
自。 「十分明確な予告掲
示があ自自もかかわらずなお大幅な違反行為を犯 者は、捜査 関 対す 関係では、みだ 自撮影されない由ないし肖像権を主張できなくな
自
」
自自
前提から、 「
自自自自
予告掲示は、運用論
自自
どまらず、監視
自自自自
自承諾 き写真撮影自 う個人 憲 上自 由ないし権利を制約す自 方自が『相当』 され自ため 要件自考え自べき」自す自自であ
自（1
自
。
　
たしか自、被撮影者自「みだ自自自己自容ぼう等を撮影されない自由」は、犯罪を犯した事実や犯行状況自自自
左右されう も自ではあ 。だ 、捜査自おけ自写真撮影自許容性・適 性は、前述自比例原則自基づいて判断され自。平成二〇年決定自お ても、⑴強盗殺人自被疑事件で、被撮影者が 人であ自疑いを持つ合理 な理由が存し、犯人自特定自ため 重要 判断 必要な証拠資料を入手す ため自、⑵ 常、人が他人から容ぼう等を観察され自こ自自体を受忍すべき場所 、必要な限 撮影をしたも自であ自から ⑶捜査目自を達成す ため、必要範囲で相当な方
自自自
って行われたも
自
であ
自自
して、撮影
自
適
自
性が認められてお
自、 「撮影
自
予告」が要件
自
一六九
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
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二自
されてい自わけではない
自（1
自
。
　
もちろん、制限自自違反罪自重大性は強盗殺人自それほど自も自でなく、それ自比較した場合自被撮影者側自自
益侵害自許容性自判断要素自して、自自自自自自自撮影自は警告板自自自警告を要す自自す自余地はあ自自かもしれない
自（1
自
。だが、制限自自違反罪は、制限自自違反で自走行自そ自こ自自認識があれば成立す自自であ自、制限自自
自
関す
自自自
標識
自
存在
自
そ
自
認識があれば、違反走行者
自
対す
自
責任非難
自
関してもそれで足
自自。それゆえ、
た自えば、追尾式自 自摘発 おいて、それを行う旨 予告が要件自され自わけではない。自自自 自 写真撮影であっても 撮影デ タが、原則 自当該制限自自違反 捜査 み使用す こ自が予定されてい こ を考えれば、追尾式 自自測定自は異な自も し 撮影 ため 別途 警告を必要自すべき実質 根拠 見いだすこ自もできない。　
東京高判平成五年九月二四日
判時一五〇〇号一九二頁
自
は、 「
自自
違反自
自
監視
自自自自自
写真撮影が、当該
道路自自 自著しい危険を生じさせ自おそれ あ自大幅な自自超過 場合 限って、そ自違反行為自犯罪行為自自対す
自
処罰
自
ため証拠保全
自
して行われ
自
も
自
」であ
自
こ
自
を前提
自
しつつ、 「憲
自
一三条
自自自
プライバシ
自自
保護自いう観点から考えても、こ うな犯罪行為を行う者自対 事前自証拠保全自ため自写真撮影が行なわれ自
こ
自
を告知しておく必要はない」
自
す
自。こ
自
判示からも示唆され
自自
う
自、
自自自自自自自
撮影
自
許容性は、
制限 自違反 自自自・摘発そ 自体自必要性 いう観点を含めた⑴必要性 いう要素 自相関自おいても規定され自も自であ自、前述 諸要素を 勘案すれば、警告板自設 自自 自自撮影自 件ではないこ自 なろう
自（1
自 自（1
自
。
　
現実自は、自自自自設自地点では、そ自旨自警告板が設自されてい自自が自例であ自、なか自は、警告板自加え
て、警告端末自画像型感知器 で走行車両 自 を計測し、設定 自自も高自であ 判定した場合、ドライバ
一七〇
自自「自自落自せ」等自警告表示をす自「警告電光掲示板」が設自されてい自例自高自走行抑止シ自テム自もあ自
自（1
自
。
これら警告板等設
自自自自自
ついては、前掲東京高裁平成五年判決がいう
自
う
自、 「運転者ら
自
こ
自自
うな警告を
与え自こ 自って、 自違反 行為自出ない いう自己抑制自効果 生じ自こ自を主た 目 自したも自」自考え自べきであろう
自1（
自 自11
自
。
二
　
自動速度取締装置による制限速度違反事実の立証
　　　
１
　
自動速度取締装置による速度測定の正確性
　
自自自自自関しては、そ自測定結果自正確性が争点自され自場合も多い。自自自自自自自測定自関しては、①感
知器自
ル
自
プコイル
自
を道路上
自
埋め込み、そ
自
上を走行す
自
自
自
車
自自自
を検出す
自
ル
自
プコイル式自
「
自自自
自自
」はこ
自
方式
自自自自自自
商品名であ
自自
、②光学式感知器を設
自
し、そ
自
間を自
自
車が
自
過す
自自自
要した
時間から当該
自
車
自自自
を検出す
自
光電管式自
「ＲＶＳ」
自、そして、③マイクロ波
自
ドップラ
自
効果を利用して
自自検出を行うレ ダ自式自があ自。　
①ル自プコイル式自自 関しては、東京簡裁昭和五五年判決 、被検挙者 不利自作用す プラ 誤差が
絶対自出ない構造であ自こ を踏まえつつ、そ自正確性を認めた。そして、そ自後も、大阪地判昭和五八年三月一六日自
判タ五〇四号一八六頁
自、大阪地判昭和五九年二月二九日自
刑月一六巻一＝二号一六二頁
自
が、そ
自
正確性
を認めてい
自。また、東京高判昭和六二年一一月二五日
判タ六六四号二四四頁
自、お
自
び東京高判平成七年二月
一七一
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
自都自五十六
-
二自
二一日自高検自報平成七年四五頁自は、自自車自左右自ずれ、上下自、進入角自、周囲自金属自影響等を勘案しても、プラ自誤差が生ず自こ自はない自す自。　
これ自対し、③レ自ダ自式自自自自自自自自測定自基本原理は、レ自ダ自を用い自定自式測定
自11
自
自基本自自同一で
あ自。定自式測定 関して、東京高判昭和六二年八月二〇日 判時一二五四号一三六頁自は、レ自ダ 式自 測定自自が正しく設自、使用され、正常 作 して 限 プラ自誤差が生じないこ自は一応肯認でき 自す自も自、被測定 自車が左斜め 進行した際 測定す自自、電波自投射角 が小さく ってプラ自誤差が生ず 蓋然性があ 自す 。そ て当該事案 おい 被告人車両が測定当時左へ斜行していた可自性があ わずか あ が走行自自が測定 自を下回っていた合理自疑いがあ自 、公訴を棄却した。また、東京高判平成元年八月二九日自判時一三二五号一五六頁自は 設自されたレ ダ 式 自測定 電波 ム自投射角 が適正角 自 小さく、
自自
測定結果
自
プラ
自
誤差が生じていた疑いが濃厚
自
存す
自自
して無罪
自
してい
自。これらは、いずれも、
自作原理自正確性は肯定しつつ、具体 な設自状況・被測定車自走行状況 自って、 て た可自性を事実認定 して認めたも であ 。　
そして、レ自ダ自式自自自自自自関しても、自自測定自正確性は肯定されてい自
自11
自
。東京高判平成一八年一〇月一
九日自
高検
自
報平成一八年二〇六頁
自
が、 「走行中
自
車両
自自自
を測定す
自
合理
自
な理論
自
基づいて設計されてお
自、かつ、本件計測器自自 自測定結果は、対象車両 真自 を超え自こ自はなく、そ自誤差は 常自真自値自対してマイナ自方向 だけ分布す こ が認められ 」自す自ほか、神戸地判平成一六年六月一五日自裁判所ウェブサイト
自、神戸地判平成一七年七月一五日自
裁判所ウェブサイト
自
などが、そ
自
正確性を認定す
自。なお、最
決平成一九年四月二三日 裁集刑二九一号六三九頁自は、第一審公判で 調べられた当該 自自扱説明書や証
一七二
人自供述等自証拠自自自、当該自自自自自自自測定自正確自自つきプラ自誤差は生じないこ自が一応立証されてい自場合、原審裁判所自おいて 検察官 立証がなお不十分であ 考え自なら、検察官自対して、プラ自誤差が生じないこ自を客観自 裏付け 資料を追加して 拠調べを請求す自かどうか つき釈明を求め、必要 応じそ自請求を促すなどして、さら
自
審理を尽くした上で判決すべきであ
自自自、 「検察官
自
追加立証を促すなどす
自
こ
自
な
く直ち自判決を言い渡して第一審判決を破棄した上、上記客観 資料 存否、内容等 いて更自審理を尽くさせ自ため事件 差し戻すこ もせず 、犯罪事実が認められないこ を前提 して公訴棄却 自判をした」原判決
自11
自
を
破棄し事件を高裁自差し戻 た。最高裁は、こ 判断 す 際して、当該自 自 扱説明書やメ カ自担当者自証言等自 自、自自測定自正確性 関してプラ 誤差が生じないこ が一応立証されてい 旨を前提 し い も自自思われ
自11
自
。
　
また、実際自設自状況自自関連自おいても、神戸地判平成一九年八月二九日自裁判所ウェブサイト自は、計測誤
差がプラ マイナ自二・五％あ 当該 自自ついて、 自違反車両 、自自測定区間内自おいて、斜め走行、急加自、急減自等 特殊な走行をした際 本件 プラ自誤差をも考慮自入れ、実際自走行自 自自もプラ自自自自誤差がいかな 場合 も出ない う自す ため、最初から計測値 本件自 自本来 数値から二・五％下げ 設定し、当該
自自
が測定時
自
表示す
自自自
が最低でも出ていたこ
自
を示す
自
う
自
していたこ
自自
つき、 「本件
自自自
プ
ラ自誤差を考慮自入れて表示された 起訴状 公訴事実 記載す自自は被告人 利益 ため 当然 こ いうべきであ
自、最低でもそ
自自自
で走行していた
自
いうこ
自
を示してい
自
も
自
であって、そこ
自
は何
自
誤
自
もな
い」自して、当該起訴を公訴権乱用 して公訴を棄却すべき自す自弁護人自主張を斥けてい
自11
自 自11
自
。
一七三
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
自都自五十六
-
二自
　　　
２
  オービスによる速度違反の立証と認定
　
自自自自自自自自自
違反
自
検挙
自
場合、
自自自自自
計測す
自
数値が主要かつほぼ唯一
自
証拠
自
な
自。もっ
自
も、
自自違反走行自事実は、他自関係証拠をも踏まえて認定され自場合もあ自う自。いくつか自例を概観し自う
自11
自
。
　
大阪高判平成四年九月九日 判タ八三三号二七〇頁自は、車両備え付け自タコグラフ自自自測定結果自最大で時
自約六六㎞ 自自自自 自測定結果 時自一一一㎞自自自間自合理自 説明できない矛盾が存在し、自自自自自自測定時自追い抜き車両が存在した可自性があ自等自当該具体自事実関係 も自 は「自 自自自自誤測定 可性もあながち否定できない」 して、無罪判決を下してい自
自11
自
。
　
自自測定時自他自自自車が高 で追い抜いていったため自誤測定がなされた等自主張もしばしばなされ
自11
自
。こう
いった場合自も、 自 自 測定結果 加えて、当時 状況 関す 事実関係をも踏まえて制限自 違反行為 有無が認定され自。た自えば、前掲神戸地判平成一六年六月一五日では、被告人は、第二車線を走行中 被告人車両自右側自第三車線を外国車 高 で追い抜き、 測定自自は、こ 外国車 を測定したも 自思った旨 主張を一貫して行 ていた これ 対し、裁判所は 各車線毎 高 走行撮影端末 が設 されてい自 いう事実関係からすれば、そ自自うな あったならば、それは別途 第三車線 設自されてい 測定 自測定されてい はずであ など して被告人 主張を排斥し、有罪を認定した。　
また、仙台地判平成二二年一月七日自
ＬＬＩ／ＤＢ：
Ｌ〇六五五〇〇〇五
自
では、制限
自自
八〇㎞
自自
ころを、
自自自自自自自五五㎞超過自時自一三五㎞で走行した自して検挙された被告人は、そ自当時は設定自自を時自一一五㎞ した 走行自 自 トクル自ズ 自 で走行 お自 超過 三五㎞ 自どま自自し これはイン
一七四
タ自チェンジから制限自自違反自自自摘発がなされた場所まで自距離自そ自走行時間等自合致してい自自主張した。これ自対し、裁判所は、自 トクル ズ 自を使用していてもアクセル操作やブレ自キ操作を行うこ自はでき、現自必ずしも一定自自自で運転してい自わけではない旨自被告人自供述もあ自こ 等を勘案すれば、正常自作自してい
自自
認定でき
自自自自自自
撮影した「本件自
自
車
自自自
を一三五㎞毎時
自
表示してい
自自自自自
写真
自自
れば、
被告人が判示自場所 おいて本件自自車を一三五㎞毎時で運転してい こ自が認められ 」 して、有罪 認定てい自。　　　
３
　
車両走行速度測定結果に関する証拠能力
　
自自自自自自自撮影された測定記録写真は、制限自自違反自いう犯行状況を撮影したいわゆ自「現場写真」自し
て、非供述証拠自属す自
自1（
自
。制限自自違反で走行す自自自車を撮影した際自は、フィルム番号、日時、場所、制限自
自、計測自自が画像 自も フィルム上自同時自記録され自が、測定記録写真自画像自加えて、違反自自等自記録が印字した印字部分も、もっぱら自械自自記録、表出され、人 供述が介在す自余地自ない非供述証拠自解され
自11
自
。
また、こ
自
写真を添付して作成され
自「
自自
違反認知カ
自
ド」は、一種
自
実況見分
自
結果を記載した書面
自
な
自、
刑事訴訟自三二一条三項 定め自捜査自関 作成す自検証書面自準ず自書面
自11
自
自三項書面自自して証拠自力が認めら
れう自
自11
自
。
　
なお、現在では、測定記録写真を 填されたフィルムで撮影す自自ではなく、制限自自違反車両自撮
影デ
自
タをデジタル化して、警察施設内
自
設
自
された中央
自自自
制御用コンピュ
自
タ、光ディ
自
ク
自自
等から構
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成自自制御用コンピュ自タ自送信して光ディ自ク自書換え不自型自自記録・保存し、そこからプリンタ自でハ自ドコピ
自
を作成す
自
シ
自
テムもあ
自自
Ｈシ
自
テム、ＬＨシ
自
テム
自。こ
自
一連
自
過程も
自
械
自
再生
自
あた
自
も
自
で、
映像部分自撮影日時や測定自自等自デ自タが出力印字された部分も含めて、全体自して非供述証拠自な自
自11
自
。こ自場
合、ハ自ドコピ 基自な自デ タは、光ディ自ク自 ジタル化されて記録されてい ため、中央自自 コンピュ自タを操作してディ プレ で確認しつつ これをハ自ドコピ して証拠化す 必要があ 。これは 五感 作用自自 、中央自 を手順 従って操作し、光ディ ク自保存されてい自デ自タを覚知、認識す 手段自 て 性質を有す ため、全体 して光ディ自ク自保存された 違反デ タ自つ て 見 結果を記載した書面自して三項書面自該当す こ自自な
自11
自
。
三
  速度違反取締りのあり方について
　　　
１
　
速度違反取締り方法の効果的選択
　　
⑴
　
自自事犯自対す自自識自変化自自自違反自自自自自
　
昭和六一年決定
自
事案
自
おいて、弁護人は、
自自自自自自自自自自
は、 「対象が特定
自
車種
自
限られ
自
ため、不
平等であって憲自一四条自違反す自」旨 主張もしたが、最高裁は、同自自自自自自自違反車両自自自自は、不当な差別をもたらす不合理な捜査方自自は認められない自して そ自主張を排斥した。すで 多く自論者 指摘されてい自自う自、自自 自自自 自 が困難な車種をも含めて、他自方式自 違反検も行われてい こ
一七六
自を考えれば、こ自最高裁自判断は妥当であ自。もっ自も、以上からも示唆され自自う自、自自違反自自自自自関しては、そ自合目自性や客観自状況自適合性等をも踏まえて、様々な自自自方式を効果 自組み合わせて対応していく必要があ自。　
そ自際自考えなければならない自は、近年自自自事犯自対す自国民自規範自識自変化であ自。平成一二年自危険
運転致死傷罪
自
制定は、死傷事故をもっぱら過失犯自
業務上過失致死傷罪〔当時〕
自自
みで対応す
自
こ
自自
限界を
示すも自でもあった。同罪制定自際 は、本稿冒頭でも述べた自う 、①酒酔い運転、②無免許運転、③ 超過自いわゆ自「自自三悪」自それぞれ関連す自も自自して、①酩酊運転致死傷罪、②技自未熟運転罪、③制御困難高自運転致死傷罪が制定され自などした そして、また、平成二六年制定 自 車運転死傷行為等処罰 自おいても、①
自
関して「準危険運転致死傷罪」
自
規定、②
自
関して無免許運転
自自自
刑
自
加重規定が
自
かれ
自
などしてい
自。
自自超過運転を含めた悪質 運転 対す自 評価が厳格化す 一方
自11
自
、こういった態様自自自車運転自自自自を、
事故防止自観点も含めて自 実質化す自 生じてい自自であ 。　　
⑵
　
制限自自違反罪自罪質自自自自自必要性
　
以上自関連して、道路 自自上自制限自自違反罪自罪質自ついても、ここで明らか自しておくこ自自したい。
　
同罪自保護自益は、道路自 安全 あ自、そ自処罰根拠は、道路自自自関与す自人自生命・身体・財産等自対
す自不特定自な危険自求め こ ができ自う
自11
自
。もっ自も、制限自自違反罪自条文では、危険自発生は要件自されて
おらず、危険犯 分類自関す自一般 な見解 自れば、抽象自危険犯自あた自こ自 な自。そして、条文上危険自発生が要件 されてい自具体 危険犯 異 自、抽象自危険犯自場合 は、構成要件該当行為があれば危険自発生
一七七
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
自都自五十六
-
二自
が常自あ自も自自擬制され自自す自従来自自説自形式説自自対し、抽象自危険犯自具体自危険犯自自相違を処罰自要す自危険自程自 それ自求め、後者では具体 自差し迫った危険を要す自が、前者では抽象自危険で足自自自す自見解自実質説 が有力化す 、自いう形 議論が整理・展開されてきてい自。　
しかし、条文上危険自発生が要件自されてい自か否か自、具体自事案自おいて差し迫った危険が要求されてい自
か否かは、必ずしも論理必然 関係自立つも ではない。紙幅 関係もあ 詳細自ついてはすで自論じた別稿自譲自
が、両者
自
相違は、危険判断を、他
自
構成要件要素
自
解釈
自
は別個独立
自
判断
自
して行うか自
具体
自
危険犯
自、
各構成要件要素自該当性判断自織 込んで「潜在自」 行うか自抽象 危険犯自自相違自求め べきであ
自11
自
。た自
えば、抽象
自
危険犯
自
典型
自
され
自
現住建造物等放火罪自
刑
自
一〇八条
自
では、放火対象
自
客体
自「建造物性」
「現住性」 、あ自いは条文該当客体自「焼損」自いう構成要件要素該当性判断が、実質自な判断を要す自「幅」自あ自も自で、そ自点 危険判断を織自込ませ 余地 明らか 認められ自自 あ自。　
たしか自、制限自自違反罪は「制限自自をこえ自自 で進行」す こ自自自 成立す 自であって、そ自判断は
形式自自なしう自も自で実質自解釈自余地は乏 く、そ自罪質が、いわゆ自「形式犯」 接近す自も であ自こは否定できない。また 制限自 違反罪 惹起す自危険も、当該走行をすれば直ち 事故発生自つなが自わけではなく、一般自程 低いも自 す 余地もあろう。しかし、 自超過自程自、そ 際自走行状況や道路状況等自、そ自危険自程 は、相当程 変化しう 自であ自。そ て 制限自 違反罪自こ うな性格は、手続領域 おいて反映されてい 実体 は同一自犯罪であっても 自 違反 自 って反則 為自非反則行為自自分けられ、また、前者 おいて 違反 程 応じて、反則金額等 段階が設けられてい 自であ
自11
自
。
　
もちろん、事件処理自関す自右自自うな扱い自も、事態自大量観察 基づく形式 な側面はあ自。しかしながら、
一七八
同じ時自二〇㎞自自自超過であっても、昼間自比較自空いた自自状況下で実勢自自が制限自自を時自一五㎞ほど上回ってい自高規格道路で それ自、児童自登下校時自おけ自生活道路自いわゆ自「ゾ ン三〇」区間自 それ自では、危険自程 はまったく異な自も 自いえ う。　
本稿ですで自明らか自した、基本自自比較衡量自自自自解され自自自自自自自自撮影自許容性自判断枠組み自自
自ならば、以上自実質 判断を踏まえて、⑴ 自自必要性自いう観点を自自実質化して、 自効果自な自 自実施を考えていく必要があ 。　　　
２
　
自動速度取締装置による制限速度違反の取締りの方向性
　　
⑴
　
自自自自自自自自自自自自自自自自自
　
こ自自うな視点自基づき、自自自自自固定式自自自 自自自自自 関して考え 、一方では、設 が大がか
自
で場所を変え
自自
が困難であ
自、
自自自自自
接近す
自自
走行中
自
自
自
車が一斉
自自自
を落
自
す現象もあらわれ、
設自を知らない運転者自みが検挙され自こ自自な自かねず、自自測定自主役自はならない自す自指摘もなされていた
自1（
自
。現
自、
自自自
老朽化
自
加え、
自自自自自
位
自
情報を調査した出版物やインタ
自
ネット・サイトも多く存在し、
自マ自トフォン自カ自ナ自自自 そ自位自を表示す アプリも登場す などしたこ自もあ自、自自 自 自自自自自
件数は、平成二〇年
自
九万三二六九件から平成二四年
自
は七万三〇七五件へ
自
約二二％減少し、 「
自自自自自
在
自方を考え自時期自来てい自」旨を指摘す自報道もあ自
自11
自
。ただ他方で、追尾式測定自自自自自自、定自式測定自自
自自 自
も、一定
自
条件を満たす場所でしか実施できないなど
自
問題もあ
自。結局、これら
自
制約条件
自
も
自、
一七九
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従来、そ自必要性自対応した自自自が十全でなかった部分自あ自こ自は否定できないであろう
自11
自
。
　
だが、現実問題自して、すべて自自自違反を自自自ま自こ自はできない以上、自自自自実施自あたっては、当該
自自自が自自事故抑止自資す自も自否か いう考慮が重要自な自
自11
自
、それぞれ自自自自方自を効果自自組み合わせて
いくこ が自 求められ自。そして、一方では、自自自自投入でき 警察自人自資源・物自資源が限られてい自なか、他方で、公共空間で撮影され自こ 自 味が変化してい 現代社会 おいて
自11
自
、自自自自自自自自自自自ついて、
それを他自 式 別格 扱いをすべき実質 根拠はなく
自11
自
、そ自活用自あ自方を積極自自検討していく必要があ自自
う自思われ自
自11
自
。
　　
⑵
　「些少自 違反」自自自自
　
自ころで、本稿で検討してきた自自自自自関す自判例・裁判例は、いずれも非反則行為自あた 事案自関す自も
自であった
自11
自
。従来自裁判例では、自自自自自設自・撮影対象行為自設定自ついて、慎重な検討を要す自旨自傍論を
示したも
自
もあ
自。東京簡裁昭和五五判決は、 「捜査
自
関が
自自自自自
を用いて
自自
違反を
自自自自
あた
自
無制限
自運転者を撮影す自自いう事態自至 ば、国家自関自して自捜査権自 自自 自自自ってつね自監視されなければならない国民 基本自人権自自比較衡量自おいて、国民 基本 人権であ自肖像権、プライバシ自 権利が捜査権自自
って侵害され
自
おそれがあ
自自自
誹
自
を免かれない」
自自
立場から、 「
自自自自自自
設
自
場所や
自自
違反を
自
自自走行自自 セット基準自ついては慎重な配慮を要す自も 自いうべく、設自場所 も自 が
000000000
、制限自自を多少
超えた程
自自
セットして写真撮影す
自
こ
自
は相当ではない」
自
傍点筆者
自自
していた。また、学説でも、反則行為
自あた自 うな 違反自ついて で撮影す 自な自自、自益 比較から見て相当でない場合もあ自う自
一八〇
こ自を根拠自、僅かな自自違反自場合自は自自自自自自自自自自は許されず
自11
自
、非反則行為自限自べき旨を示唆す自
見解もあ自
自11
自
。
　
だが、こういった理解自は疑問自余地もあ自。現代社会自おいては、街頭設自カメラ自防犯カメラ、渋滞監視カ
メラ、Ｎシ自テム、インタ自ネットウェブサイト上 ライブカメラ等 が多数設自 、常時撮影がなされてい自。これら自設自・運用 適自性 関しても、そ自必要性自被撮影者 プ イバシ 与え自影響自自比較衡量自基づき、 「
自
得中心基準」お
自
び「管理・利用中心基準」
自
関して、それぞれそ
自
適
自
性が判断され
自。批判論がしば
しば主張す自「監視」がいかな 事態を指称す自 かは ずしも明確ではないが、少なく も、①被撮影者自プライバシ自自対して、著しく程 自高い侵害が認められ 場合、あ自いは、②被撮影者 プライバシ へ自影響較衡量すべき設自・撮影、お び撮影デ タ自利用自必要性・相当性が認められない場合 は、いずれも比較衡量自観点から設自・運用が許容されないこ 自な
自1（
自
。
　
そして、これら自街頭設自カメラ自現在自許容性判断自基づくならば、反則行為を撮影対象 含めえない自す自
比較衡量判断が直ち自妥当す 自はいえない自う 思われ 。そ 際 判断 して、な自ほど一方では ⑵プライバシ自自与え 影響は、撮影対象 なった「犯罪 重大性」 左右され自 解す 余地も いわけではない。しかしながら、プライバシ
自自
利益
自
主
自
して影響を及ぼしう
自自
は、 「場」
自
客観
自
状況自
自宅内であ
自
か、公共空
間であ自か等 であ自
自11
自
。むしろ、犯罪自重大性自影響しう自自自違反自程自は、比較衡量自もう一方をなす、当該
自自自自必要性自有無やそ 程自自 大きな影響を及ぼすも自 考えられ自。大阪地 昭和五九年二月二九日自刑月一六巻一＝二号一六二頁
自
は、傍論であ
自
が、些少
自自自
超過
自
過ぎない場合
自
は、写真撮影を伴う
自自自
は、そ自必要性、緊急 がないか、または相当性を欠くも 自して否定すべき しつつも、自 測定そ自も自は許
一八一
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され自自してい自。重要な自は、自自自自必要性自有無やそ自程自自判断であ自。そして、必要な自自自自手段自して自撮影 自自情報自自得自ついては、 得情報自適正な管理・利用が確保され ならば、自得自体が直ち 許されなくな自わけではない
自11
自
。
　
そして、
自自自自
必要性判断
自
あたって留
自
すべきな
自
は、刑
自
犯でも、いわゆ
自
軽微事案
自
関す
自
微罪処分
自
刑事訴訟
自
二四六条ただし書
自
や、情状
自
基づく起訴猶予処分自
同
自
二四八条
自
など
自
ダイバ
自
ジョン
自自自、
終局自自有罪判決自値す 事案 「絞 込み」がなされてい こ自であ 。これを敷衍すれば、道路 自自違反事案自関しても、自自必要性 高い場所、時間 おけ 自自 を優先させ こ自を第一 考慮すべきな自であ 。　
そうであ自ならば、反則行為自しかあたらない程自自自自違反であっても、具体自な状況自基づいて自自高自な
自自自自必要性が認められ であれば、比例原則 基づく判断 なかで、写真撮影を伴う自自 が許され自場合もあ う こ自自な自
自11
自
。先自東京簡判昭和五五年が「設自場所自も自自が」旨自判示していたこ自自も、改めて留
自すべきであ 。以上 理解 基づき、若干自検討を加え自こ自自したい。　　
⑶
　
生活道路自おけ自自自違反自自自自
　
固定式自自自自自は、自例、高自自 車道やいわゆ自幹線道路自設自されてお 、先自みた「自自自自自効果減
少論」も、そういった類型を念頭 いてい自。他方で いわゆ自生活道路で設 ・使用され 例は これまでほ自んどなかった自 自思われ自。　
たしか自、自自違反 信号無視・一時停止違反自自う自目視現認自基づい 直ち自検挙でき自場合
自異な自、超過自自自関す自客観自な測定結果が必要自な 自ころが、生活道路自おいては、追尾式測定がなじ
一八二
む道路状況自あ自自は一般自いいがたく、定自式測定を行いう自自うな場所自自ペ自自が十分自確保できないこ自も多く、定自式測定 自自自 では、そ自設自場所が限られ、固定化す自傾向が生じてしまう。 はいえ、児童自登下校など、生活道路 おけ 安全自確保自対す自要請は、近時、 自高まってい自 いえ自う
自11
自
。そこで自
事故原因は、必ずしも自 違反走行だけ 限られないが、いわゆ自「ゾ自ン三〇」政策自推進は、 自 抑制が重要な要素であ自こ自自反映であ自 解す こ ができ自。　
以上を考え自自、自自自自自自自自自自は生活道路自こそ使われ自べきであ自自す自主張は、非常自示唆自富む
も自自いえ自
自11
自
。現自、平成二六年一一月自は、生活道路自おけ自自自自自自自困難性や自自自場所自固定化自いう
問題
自
対応す
自
ため、過般式自自自
測定郎を三脚
自
固定して
自自
を測定す
自
も
自
で、持ち運びが可
自自
、半過般式
自大型バッテリ自内蔵タイプ自も自で、持ち運びは不可自であ自が、資材運搬車等自自自運搬は可自自
、お自び警告
自自付き固定式 路面自埋め込んで固定す タイプ自も自で、違反車両自対す 事前警告自 や付 自歩行者等自対す 注自喚起自ため 警告 自も有す 自 三種類 自自自自自自試行運用 約二か月間自わた なされた自自こ であ自
自11
自
。
　
すで自述べた許容性自判断基準自自自ならば、た えばであ が、幹線道路自抜け道自なってお 、自自抑制
ため自設備や歩車分離措 も十分でな 道路 登下校時など自おいては、非反則行為 みならず、一定自超過自以上自反則行為をも自 自 自 自対象 すべき場合も考えられ
自11
自
。
　　
⑷
　
高規格高自道路自おけ自自自違反自自自自
　
本稿執筆時点自平成二七年九月自自おいて、警察庁自 局 「高規格自高自道路自おけ自自自規制 見直し 関
一八三
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す自調査研究委員会」が設自され、高自道路自最高自自自ついて自見直しが検討されてい自。すなわち、設計自自が時自一二〇㎞自なってい自高規格高自道路自ついて、許容最高自自を、現行自時自一〇〇㎞から時自一二〇㎞へ引き上げ 可自性自ついて自検討が行わ てい 。　
仮自それが実現す自自な自自、そ自場合自検討を要す自自が、自自自自自自あ自方であ自。つま自、許容最高自
自自時自一二〇㎞へ 引き上げがなされた場合、現在自道路自 自自規定をそ まま適用す 自、非反則行為自な自自は時自一六〇㎞以上 いうこ 自 。そうであ ば、た えば反則行為 あた 時自一五五㎞で自走行自自自 自を適用しな 自な 、追尾式または定 式で しかなされないこ 自な 。しかしながら、許容最高 が時自一二〇㎞ 設定された高自道路 定自式 を実施す は 困難であ し また、追尾式 おいても、計測 器 正確性自確保や、追尾警察車両を運転す 警察官自負担や危険性 格段自高ま自自いう問題から、反則行為自あた 場合 が事実上不可 な 事態も想定され 。　
先
自
も述べた
自
う
自、反則行為
自
あた
自
場合
自自自
測定や
自自自
が一切できない
自
すべき理由はどこ
自
もなく、
また、許容最 自 が時 一二〇㎞であ 場合 反則行為該当 自違反走行自もつ危険性も、従来自そ は異な自こ自も考えられ 。また、制限 違 行為自対す自一般から 責任非難が高まってい自こ も、すで自みた自お自であ 。以上を勘案す ならば、反則行為・非反則行為自分類自見直し 必要性も検討課題自なろうが、少なく も、反則行為自あた自行為でも 時間帯や道路状況など自 、自 自 自自自 が問題視され自自うな事態自 どま 自はいえない場合も考え れ自こ自自なろう。
一八四
むすびに代えて　
本稿では、悪質な自自違反走行自対す自近時自自自評価自変化や、それ自伴う自自自自必要性自関す自新たな自
自自基づいて、自自自自自自自写真撮影自自自自自自そ自許容性判断自ついて、不十分ながらも検討を加えてきた。　
近時自国民一般自規範自識 基づくならば、悪質自自事犯 自自人自死傷結果自ついては、 厳格な処罰が求
められ自場合があ自こ自は否定できない
自11
自
。しかし、自自重要な自は、悪質自自事犯自事後自な厳罰処理でなく、そ
ういった自 事犯自未然防止であ 、国民一般が自自強く求め も、そ自点自あ 自考えられ自
自11
自
。そ自自うな観
点から、自自効果 で効率 な あ 方自検討が必要 され自 であ自、自 自自自自 自自自ついても、公共空間で プライバシ 保護 現状を考慮しつつ、そ 性を十分 勘案した相当性判断 基づく許容性自限界が探究されなければならな 。自
1自　
警察庁編『平成二二年版警察白書』 自二〇一〇年自一四一頁など。
自
2自　
拙著『防犯カメラ自刑事手続』 自二〇一二年自八〇頁以下。大阪地判平成六年四月二七日自判時一五一五号一一六頁自は、
プライバシ自自利益を、 「他人がみだ自自個人自関す自一定領域自事柄自ついて自情報を自得す自こ自を許さず、また、他人が自己自知ってい自個人自一定領域自関す 事柄をみだ 自第三者へ公表した自、利用す自こ自を許さず、もって人格自自律ないし私生活上自平穏を維持す自 いう利益」自して理解してい自。
自
3自　
鹿野伸二「判批」 『最高裁判所判例解説刑事篇平成二〇 』 自二〇一四年自三〇七頁、伊藤博路「捜査自おけ自写真撮
影、自デ 録画自適否自関す 一考察」名城 学六〇巻別冊 二〇一〇年自四八頁など。また、拙著・前掲注 自２自 書一八
一八五
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
自都自五十六
-
二自
二頁以下、お自びそこで引用自文献も参照。
自
4自　
井上正仁「判批」同『強制捜査自任自捜査〔新版〕 』 自二〇一四年自四七四頁〔初出・警察研究六二巻八号自一九九一年自 〕 。
自
5自　
なお、自自自自自自自撮影を違憲・違自 す自見解自して、庭山英雄「自 自自自事件自研究⑴⑵⑶」中京自学一三巻
四号自一九七八年自三二頁、一四巻一号自一九七九年自二六頁、一六巻一号自一九八一年自 、同「アメリカ自自ピ自ド違反自自自方式」自律時報五一巻四号自一九七九年自一二四頁。
自
6自　
警察庁自自局『平成二六年中自自自事故自発生状況』 二〇一五年自三三頁自自れば、原付以上運転者自第一当事者自自
自自自 事故自自令違反別自死亡事故率 関して、最高自自違反 自自死亡事故率は、全体自比べて二八・九倍自なってい自。
自
7自　
最決平成二一年九月二八日 刑集六三巻七号八六八頁自参照。
自
8自　
拙著・前掲注 自２自 書一八一頁。
自
9自　
大阪地判昭和五八年三月一六日自判タ五〇四号一八六頁自 。また、椎橋隆幸「判批」同『刑事弁護・捜査自理論』 自一九
九三年自三四五頁、三四七頁〔初出・判例評論二六三号自判例時報 八二号・一九八一年自 〕 、原田和往「自自自自監視自自自自自写真撮影」曽根威彦ほか編『自 刑事 自現代自課題││岡野光雄先生古稀記念』 自二〇〇七年 四八〇頁。なお、アメリカでも、公共空間で 撮影は合衆国憲 修正四条自いう不合理な捜索・押収自あたらない自され自拙著・前掲注自２自 書一三四頁以下自 、アメリカで普及自進んでい自信号無視走行を自自撮影自自自自自撮影して自自自ま自「信号無視自自自カメラ」
red light cam
era 自 自
C
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 ... T
icket: R
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s A
fter Id
ris v. C
ity of C
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ca
go, 10 N
.C
. J.L
. &
 Tech. O
n., at 119 自
2009 自 自自関し、イードリス対シカゴ市・ケース自第七巡回区連邦控訴裁判所、二〇
〇九年 自
Idris v. C
ity of C
hicago, 552 F.3d 564 自
C
ourt of A
ppeals 7the C
ircuit, 2009 自 自は、 「信号を無視して走行す自、あ自
いは公道上でカメラで撮影され自自を避け いう憲 基本権は、誰 も認められない」自判示す自
自
10自　
松浦繁「判批」 『最高裁判所判例解説刑事篇昭和六一年自』 自一九八九年 二一 。
自
11自　
さいたま地判平成二三年七月七日 ＬＥＸ／ＤＢ
：二五四八二六三九自参照。
自
12自　
パトカ自や白バイ等で、被測定車自同自自で追従走行し、当該パトカ 等 瞬間 をもって被測定車 自自 認定す
自方式をいう。古川忠一「道路自 入門⒅」研修六一七号 一九九九年 六一頁以下など。
自
13自　
鹿野・前掲注 自３自 論文三〇九頁以下は、容ぼう等を撮影され自こ 自 不利益が、肉眼で見られ自場合 それ 自大
きい自され自こ自自実質は、撮影記録 事後 な利用 問題であ 、 時 なそ自自き限 も自であ自肉眼自 自観察自対し、撮影はこれを定着させ自ため、自己情報管理権 して プライバシ 侵害、具体 は、定着保存され こ
一八六
で、後自これが被撮影者自自図しない形で利用され自可自性があ自こ自、警察官自自自撮影自場合、撮影自自って、当該事件自捜査自いう本来自目自以外自用途自用いられ自危険性が生じ が、権利侵害 感じ 大きな理由であ自自す自。そして、そ自 うな目自外使用が許され こ自は当然で、警察 、事件自捜査上自目 も自それ以外自目 もあって撮影した うな場合であっても、本来 捜査上自目自自ため自真自必要性があったかどうか、方自が相当であったかどうかで適自性を判断すべきであ自、事後 自目自外使 がな た自き自は、そ 時点でそれが違 かどうかで判断すべき問題であ自自指摘す自。また、同論文三一九頁注⑾は、現代社会では、防犯カメラを中心自した街頭カメラが様
々
な場
所自設自され、一般人自容ぼ が本人 識しないうち自撮影され自状況が生じてお 、 図しないうち 自己 容ぼう等が撮影され自こ もつ自味が、かつて はかな 異なってい 自考えられ す自。いずれも 「管理・利用中心基準」自関す自妥当な見解であ 。
 
　
なお、純然た自捜査自おけ自撮影自はやや問題状況を異自す自が、コン自ニエン自自トア内自犯罪防止等を主た自目自
自して店内 設 された防犯カメラ 映像を、他事件 捜査 ため 捜査 関自提供す こ 適 性 関 、名古屋高判平成一七年三月三〇日自ＬＬＩ／ＤＢ
：Ｌ〇六〇二〇六八〇自が、警察自提供され自こ自自なった経緯自「捜査自関自
適自な任自捜査自対す 私人自協力行為自して公益目自」が認められ か否か 、撮影 映像 内容 を比較衡量したうえで、そ自適自性を認めたこ も参考 な 。
自
14自　
酒巻匡「判批」平野龍一ほか編『刑事訴訟自判例百選〔第五版〕 』 自一九八六年自三一頁、久岡康成「判批」判例評論三
三四号自判例時報一二〇九号・一九八六年自六二頁。また、上口裕「判批」 『昭和六一年 重要判例解説』ジュリ ト八八七号自一九八七年自一七六頁、浅田和茂『科学捜査自刑事鑑定』 一九九四年自四一頁参照。
自
15自　
また、東京地判平成一七年六月二日自判時一九三〇号一七四頁自も参照。
自
16自　「自ピ自ド違反自自うないわば軽罪自検挙」自刑自犯自検挙自自うな手自は予想されていない自す自見解も主張されていた。庭山英雄「写真撮影自肖像権」松尾浩也編『刑事訴訟 争点』 一九七九年自八七頁。だが、 うな見 は説得力を有す自も自自はいえない。小早川 則「判批」ジュリ ト八六一号 一九八六年 八四頁。さら 、井 ・前掲注
自
4自論文四七七頁。
自
17自　
多数説もこ自見解自たつ。荒木伸怡『裁判││そ自自自自考察』 自一九八八年 二 七頁〔初出・警察研究五〇巻一一号
自一九七九年自 〕 、中神正自「判批」研修三八四号自一九八〇年自五五八頁、米山耕二「判批」 『昭和五五年自重要判例解説』ジュリ自ト七四三号自一九八一年自二〇六頁、増井清彦 車両 走行 測定」石原一彦ほか編『現代刑罰 大系第五巻刑事手続Ⅰ』 自一九八三年 二九 頁、矢代隆 「判批 『警察関係基本判例解説一〇〇 別冊判例タイムズ九号 九
一八七
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
自都自五十六
-
二自
八五年自 、久米喜三郎「被撮影者自承諾を欠く写真自証拠自力」大阪刑事実務研究会編『刑事公判自諸問題』 自一九八九年自二四八頁〔初出・判例タイムズ五九四号自一九八六年自 〕など。
自
18自　
また、昭和六一年決定自おいて、弁護人は、自自自自自自自自自自は、指導・予防がなされず、警告も不十分であって、
お自自捜査自類似す自自主張したが、最高裁はそ自主張を排斥してい お自自捜査自関しては、最決平成一六年七月一二日自刑集五 巻五号三三三頁自が、 「捜査自関又はそ自依頼を受けた捜査協力者が、そ自身分や自図を相手方 秘して犯罪を実行す 自う 働き掛け、相手方がこれ自応じて犯罪自実行自出た自ころで現行犯逮捕等自自自検挙す自も自」自す自が、すで 多く自論者が指摘す自自う自 自自自自 自自 が、お 自捜査またはそ自類似 捜査手 ではないこ自は明らかであ 。そして、警告板 設自 有無も、お 捜査性 判断 影響を及ぼすも自ではない。
自
19自　
古川忠一「判批」研修六一八号自 九九九年自一〇六頁以下、後掲神戸地判平成一六年六月一五日など参照。
自
20自　
そ自自味で、自自自自自設自は、自自自自自自検挙件数を増加させ自こ を目 した「罰金収奪自」自設自を自味す
自も自ではなく、道路自 安全 確保自向けた予防措 自一部 して位 づけられ も 自 なお、アメリカでは、信号無視自自 自自自自
red light cam
era 自自設自、運営が民間会社自委託され、一部では「自ッグ・自ジネ自」自化して
い自自 評価もあ自。た自えば、シカゴ市は 二〇〇八年 民間会社 五年間五二〇〇万ドルで信号無視自自 自自運用プログラム自関す 契約自 結を公表してい 。
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, note 自
9 自, at 119 F
N
 2. そ
れゆえ自、罰金収入確保 ため 信号無視 自 自が設 運用されてい 旨自批判論もあ自。ま 、ノ 自・カロライナ州では、罰金収入を公立無料学校
free public school 自自運営費自あて自旨自同州憲自規定自解釈自して、罰金額
自九〇％を充当すべき自す 州控訴裁判所判決自
Shavitz v. C
ity of H
igh P
oint, 630 S.E
.2d 4 自
N
.C
. C
t. A
pp. 2006 自
, cert. d
e-
n
ied
, 648 S.E
.2d 845 自
2007 自 自が下され、そ自結果、信号無視自自自自自自委託会社へ自委託料を徴収した罰金から充当す
自こ自ができなくな 同 運営プログラムが停止された う例もあ い 。
Strickland, id
, at 135. いずれも、
わが国自現状自かな自乖離す 極端な例 が 街頭設 カメラ自 自 是非が、そ が道路 安全 資すか否か いう視点自みならず 広い 味で「コ ト」 いう観点 無関係であ えないこ を示すも であろう。そうな自味で、 自自 あ自方自つ ては、総合自な観点 基づく「政策判断」自依拠 ころも大きい いえ う。
自
21自　
なお、高自走行抑止シ自テム自自って自自違反を捕捉された被疑者が、そ自直後 警察で 光ディ クから自写真化
自ハ自ドコピ自自処理前自所轄警察署自電話をかけ、違反事実を告げ自己 氏名や住所等を名乗自などした行為自ついて、刑自四二条自自首自該当す 旨を認めた下級審裁判例 して、函館簡 平成一〇年七月一〇日 判例集未登載・古川・前
一八八
掲注自
19自論文一〇五頁参照自があ自。
自
22自　
小型自車両自自測定自自を道路脇自自き、走行中自車両自自自を測定す自方式をいう。自自測定自方自自自自、レ自ダ
自式、光電管式、二点式自分類す自こ自ができ自。清田賢「自自違反」小林充＝香城敏麿編『刑事事実認定││裁判例自総合自研究││下巻』 自一九九二年 四二四頁〔初出・判例タイムズ七二一号自一九九〇年自 〕 、古川忠一「道路自自自入門⒆㉑」研修六一九号自二〇〇〇年自五五頁、六二一号一一五頁。
自
23自　
なお、ＲＶＳ自自 測定 基本原理は、光電管式 定自式測定 同一であ 。そして、後者自関しては、車両 走行時
自上下自自可 性 路面 高低自状況、車両自形状等自自自プラ自誤差を生ず自可自性が否定できないなど自す自東京地判昭和五七年四月六日自判例集未登載・増井・前掲注自
17自論文二八五頁参照自 、東京高判昭和六一年一月二八日自刑月一
八巻一＝二号一頁自 いった裁判例もあ 。だが、ＲＶＳが問題 なった事案であ 昭和六一年決 自おいて、そ 正確性を認定した第一審判決を是認した控訴審自判断自関し、最高裁は特自判断を示していない。もっ自も、ＲＶＳは、わが国ではそれほど普及をみなかった自うで、昭和六 決定以降 公刊物等登載 裁判例もみあたらない。
自
24自　
本件原判決であ自仙台高裁秋田支判平成一八年三月一四日自ＬＥＸ／ＤＢ
：二八一三五三〇〇自は、当該自自自自扱説
明書等自測定誤差自関す自記載はマイナ 誤差しかないこ を前提 す 、誤差自いう自は 常マイナ自誤差もプラ自誤差もあ自自考え自べきで、当該事案 おいて測定値自マイナ 誤差しかないこ自を裏づけ自自足 客観自デ タ等自証拠は何ら存在せず、当該 自 測定値 正確性を認め自 足自ないなど した。なお、徳永光「判批」 学セミナ自六三二号自二〇〇七年自一二二頁参照。
自
25自　
村越一浩「道路自自自違反自自自違反自 」小林充＝植村立郎編『刑事事実認定重要判決
50選下〔第二版〕 』 自二〇一三年自
一七〇頁は、当該自自が、 自 自自、ひいては刑事事件自証拠資料 な自こ自を前提 製造されて 自こ自 照らす 、本件原判決自前掲注自
24自 自が指摘す自自うな誤差自関す自経験則は、少なく自もこ自種自自器自おいてそ自まま妥当す自
自はいい難い自う自思われ す 。なお、詳細は不明であ自が、差戻し後 控訴審では メ自カ 担当者自 証言を踏まえた上で、本件第一審判決 同様 判断 基づき有罪 が下され、被告人がさら 上告 てい こ であ斎藤司「判批」自学セミナ 増刊『 報判例解説Ｖｏｌ． ２』 二〇〇八年 一三頁。
自
26自　
自自測定自自自自自測定自自自はプラ マイナ 二・五％ 誤差が生じ 可 性があ こ自が判明してい ため そ自
誤差を考慮して実際自計測 自 〇・九七五を乗じ、小数点以 切 捨て 数字を走行 自して算出して表示す 例も多い。村越・前掲注自
25自論文一七〇頁注自
12自 。そ自一例自して、後掲仙台地判平成二二年一月七日。
自
27自　
以上自ついて、清田・前掲注自
22自論文四一九頁参照。
一八九
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
自都自五十六
-
二自
自
28自　
自自違反を中心自した道路自自自違反事件自特有自事実認定上自問題点一般自ついては、清田・前掲注自
22自論文四三
三頁以下、村越・前掲注自
25自論文一六五頁以下など。
自
29自　
こ自判断は、自自自自 自自測定方式 正確性一般自疑問を投げかけたも自ではない。
自
30自　
光電管式自自自定自式測定自場合も、測定原理自正確性は認められ自も自自、測定距離を被測定車が走行中自他自車両
自自自追い抜き等が行われ自可自性がまったくないわけではない。東京高判昭和五四年一二月二〇日自判タ四〇七号一四九頁自は、測定地点付近で他自追い抜き車両が実在し、それ自自混同誤認があった可自性も否定しきれない自して、公訴を棄却した。なお、レ自ダ自式で 定 式測定自関して、東京高判昭和五四年三月二九日 判タ三九四号一六七頁自は違反視認担当警察官が被告人車自そ 先行車 を誤認 た自疑う余地があ自自して、無罪を言い渡してい自。
自
31自　
現場写真自非供述証拠性自関して、最決昭和五九年一二月二一日自刑集三八巻一二号三〇七一頁自 。こ自見解 東京簡
裁昭和五五年判決でも採用されていた。
自
32自　
東京高判平成一二年一〇月二六日 東高刑時報五一巻一＝ 号一〇一頁自 、増井・前掲注自
17自論文二九一頁。
自
33自　
最判昭和三五年九月八日自刑集一四巻一一号一四三七頁自 。
自
34自　
東京簡裁昭和五五年判決、お自び増井・前掲注
17自論文二九一頁、久米・前掲注自
17自論文二五四頁。
自
35自　
フィルム方式自場合自同様自解され自こ自 な 。久米・前掲注自
17自論文二五五頁。
自
36自　
以上自ついて、東京高判平成一二年五月一六日 東高刑時報五一巻一＝一二号四八頁自 。なお、自自測定記録書中自、
「当該写真を確認した」旨自違反者自被告人等自自供述自そ自署名押印部分自ついては、違反者自被告人等自自供述書自あた自。前掲東京高判平成一二年五月一六日。さら自 最判昭和四七年六月二日自刑集二六巻五号三一七頁自参照。
自
37自　
事犯へ 刑事 対応 変遷 ついて 拙稿「危険な運転自 致死傷 危険運転致死傷罪・ 車運転過失致死
傷罪」自学会雑誌五三巻一号自二〇一二年自一八六頁以下参照。
自
38自　
これは、危険運転致死傷罪 第二次 な保護自益・処罰根 でもあ 佐伯仁志「 犯罪 関す自刑 改正」 学教
室二八五号自二〇〇二年自七二頁、拙稿「公共危険犯 現代自 自」刑自雑誌四八巻二号自二〇〇九年自二〇〇頁。
自
39自　
以上 ついて 拙稿・前掲注
38自論文一九四頁以下。なお、謝煜偉『抽象自危険犯論自新展開』 自二〇一二年自一一三
頁以下、一七九頁以下参照。
自
40自　
反則行為 非反則行為は、事故時 致死率など 基づいた危険性 程 等 って分けられてい うであ 。室城信
之＝福田守雄「道路自自 一部を改正す自自律 ついて自五・完 」警察学論集四六巻一〇号自一九九三年自一二七頁参照。
一九〇
自
41自　
清田・前掲注自
22自論文四三三頁。
自
42自　
平成二五年九月二一日付産経新聞自産経ＷＥＳＴサイト自報道。
自
43自　
自自事故抑止自資す 自自自・自自規制等自在自方自関す自懇談会『自自事故抑止自資す自自自自・自自規制等自在自
方自関す自提言』 自二〇一三年自一六頁
<
https://w
w
w
.npa.go.jp/koutsuu/kikaku/regulation_w
g/teigen/teigen.pdf> 。
自
44自　
同右四頁。
自
45自　
前掲注自
13自参照。
自
46自　
自自自自自自 自自自つき、違反現場で弁解 自会がないこ自を問題視す自向きもあったが、被疑者・被告人自防禦
権は、犯行現場で弁解 自会を与え自こ自まで保障す自も自ではないこ自などを考えれば、捜査自関自自自配慮が必要自な自場合はあろうが、防禦権侵害自あた自も自ではない。板倉宏「判批」ジュリ自ト七一五号自一九八〇年自七〇頁、椎橋・前掲注 自９自 論文三四二頁、矢代・前掲注自
17自論文二二二頁など。逆自、 「自自違反自場合、捜査対象が高自で走行中
自車両であ自こ 、 自自自自写真撮影 ほうが、現場で自検挙自自は身体自危険や自 へ自影響が少ないこ自、身体自自由自拘束は全く伴わないこ 一般検挙でもプライバシ自侵害はあ こ自などを考えれば」 、自自自自自自 自 は「むしろ人権侵害自程自が大きくない自思われ自」自す自指摘もあ自。荒木友雄「判批」宮原守男ほか編『自自事故判例百選〔第四版〕 』 自一九九九年自二三五頁。
自
47自　
なお、前述自イ自ドリ自対シカゴ市・ケ おいて、第七巡回区連邦控訴裁判所は、信号無視自 自カメラ 関して、
「写真自自自証拠自いうシ自テムは、自執行 コ トを低減し、認知され自すべて自自自犯罪自比率を高め自も自自な 」自自判示してい自。アメリカ 信号無視 カメラ 関しては、他自も様
々
な問題が生じてい自が、それ自ついては別
自論ず自自会を得自こ自 したい。
自
48自　
もっ自も、自自自自自自 撮影・自 自 対象を非反則行為 限自 いうこ ついて、明確な 自根拠や基準等が公
自されてい自わけではない。
自
49自　
板倉・前掲注自
46自論文六九頁、米山・前掲注自
17自論文二〇六頁など。
自
50自　
青柳文雄「自自自自自自合自性││昭五五 一・一四東京簡裁判決を中心 ││」警察公論三五巻五号 一九八〇年
三六頁、木本
强「自自自自自自自自犯罪捜査」曽根威彦ほか編『自自刑事自自現代自課題││岡野光雄先生古稀記念』 自二
〇〇七年自四六九頁。
自
51自　
拙著・前掲注 自２自 書一八四頁、一九五頁、二二一頁お び二二七頁参照
自
52自　
なお、薬物事犯自いう 犯罪 重大性」が認められ自場合でも、やは 荷物 内容 関し は 強制処分 してしか侵
一九一
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
自 
自都自五十六
-
二自
害自認められない程自自強いプライバシ自自対す自期待が認められ自こ自自な自。最決平成二一年九月二八日自刑集六三巻七号八六八頁自参照。
自
53自　
鹿野・前掲注自
13自論文三〇九頁以下。なお、原田・前掲注 自９自 論文四八四頁参照。
自
54自　
堀金雅男「判批」河上和雄ほか編『警察実務判例解説自自調べ・証拠篇自 』別冊判例タイムズ一二号自一九九二年自一五
五頁、遠藤顕史「判批」長沼範良ほか編『警察基本判例・実務二〇〇』別冊判例タイムズ二六号自二〇一〇年自三六四頁参照。なお、井上・前掲注自
4自論文四七五頁。
自
55自　
社会自耳目を集めた路上歩行中自児童が巻き込まれた事案自して、さいたま地判平成一九年三月一六日自ＬＥＸ／Ｄ
Ｂ：二五四二〇八六一自 〔川口園児死傷事故〕 、宇都宮地判平成二三年一二月一九日自ＬＥＸ／ＤＢ：二五四八〇三八一自〔鹿沼クレ自ン車事故〕 、大阪高判平成二五年九月三〇日自ＬＥＸ／ＤＢ：二五五〇二〇六九自 〔亀岡暴走事故〕 、京都地判平成二六年一〇月一四日自ＬＥＸ／ＤＢ
：二五五〇五〇六三自 〔八幡暴走事故〕など。
自
56自　
荒木・前掲注自
17自書二五四頁以下参照。
自
57自　
警察庁自自指導課「新たな自自違反自自自自自 自係自試行運用自 施自つい 」 『国家公安委員会平成二六年一〇月三
〇日定例委員会説明資料№８』 自二〇一四年自
<
https://w
w
w
.npsc.go.jp/report26/10-30.pdf> 。
自
58自　
上口・前掲注
14自論文一七六頁参照。自自自対象行為 選定自ついても、具体自な状況自基づき、合理自な判断をす
自必要があ自が、自自超過自反則行為自種類が超過時 一五㎞を境 、それを超えた段階から細分化されてい こ も参考自はなろう。なお、久米・前掲注自
17自論文二五三頁参照。
自
59自　
拙稿・前掲注
37自論文二二〇頁以下。また、拙稿「危険運転致死傷罪自要件解釈自あ自方自立自自自向」安廣文夫編
著『裁判員裁判時代自刑事裁判』 自二〇一 年 四七八頁以下も参照。
自
60自　
近時自犯罪予防へ 対応 あ 方自ついて、た えば、拙稿「事前予防自秩序違反行為自自 規制」刑 雑誌五四
巻三号自二〇一五年自一〇六頁以下、同「犯罪自事前予防 そ 自 対応 警察学論集六八巻一一号自二〇一五 九一頁以下も参照。
　
本稿は、科学研究費補助金自
基盤研究
（C）自「技術
自
高
自
化等
自
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自
新たな利用
自自自
規制
自
あ
自方自検討」
自研究課題番号：二六三八〇〇九五自自自自研究成果自一部であ自。
